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1
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グ
ル
ー
プ
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函
館
市
、
市
民
も
せ
っ
か
く
ス
ポ
ー
ツ
宣
言
を
し
て
い
る
訳
で
す
か
ら
体
育
協
会
に
相
談
し
市
か
ら

予
算
を
も
ら
い
大
会
を
持
っ
て
く
る
べ
き
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
1
1
,
館
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ
の
皆
様
に
は
出
席
も
満
足
に
出
来
ず
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
今
ま
で
よ
り
以
上
出
席
出
来
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

何
か
あ
っ
た
ら
お
誘
い
下
さ
い
。
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国
際
□
―
タ
リ
ー
・
テ
ー
マ

ヽ
′

χ
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2
～
0
3
年
度

目
際
ロ
ー
タ
リ
ー
会
長

ピ
チ
ヤ
イ
・
ラ
タ
ク
ル

慈
愛
の
種
を
播
き
ま
し
ょ
う

(
会
報
担
当
者
:
H
畑
	
	
収
委
員

)

◎
8
月
7
日
出
席
報
告

7
ヽ

ι
,

出
席
率
対
象
会
員

4
8
名

出
席
規
定
免
除
会
員

2
名

出
席
率
規
定
免
除
会
員

1
名

当
	
日
	
出
	
席

2
3
名

当
	
日
	
欠
	
席

2
5
名

1
2
名

出
	
席

ξ
l

3
5
名
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率
7
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フ
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ビ
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(
例
会
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案
内
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8
月
2
8
日
会
員
卓
話
	
福
,
,
	
	
昇
会
員

《
釧目
1
8
8
6
例
会
》
第
9
号

9
月
4
日
(
水
)

「
新
入
会
員
卓
話
」

茂
木
	
政
雄
会
員

★
会
長
	
小
笠
原
孝
	
	
☆
幹
事
	
増
田
定
雄

函
館
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
報

T
h
e
	
W
e
e
k
l
y
	
R
e
p
o
r
t
	
o
f

H
a
k
o
d
a
t
e
	
N
o
r
t
h
	
R
.
C
.

本
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

次
回
・
9
月
1
1
日

プ
ロ
グ
ラ
ム

早
朝
例
会
「
七
重
浜
洞
爺
丸
慰
霊
碑
清
掃
奉
仕
」
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小
笠
原
	
を
会
長
テ
ー
マ
	
『
仲
間
を
増
や
し
□
―
タ
リ
ー
を
広
め
よ
う

.
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午
前
6
時
3
0
分
～

例
会
場
:
函
館
国
際
ホ
テ
リレ	
〒
0
4
0
・
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6
4
函
館
市
大
手
町
5
-
1
0

例
会
日
:
毎
週
水
曜
日
	
1
2
1
3
0
～
1
3
:
3
0
	
事
務
局
1
函
館
市
大
手
町
5
‐
1
0
ニ
チ
ロ
ビ
ル
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(
4
0
)

(
4
1
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2
0
0
2
～
2
0
0
3
〈
第
1
8
8
5
回
例
会
〉
第
8
号

8
月
2
8
日
の
記
録

◎
司
	
	
会
	
小
笠
原
	
孝
会
長
	
	
	
	
◎
斉
	
	
嗜
	
手
に
手
つ
な
い
て

◎
ビ
ジ
タ
ー
	
函
館
R
.
C
.
森
川
順
治
右
、
函
館
東
R
.
C
.
黒
島
・
生
君

◎
会
長
報
告
	
小
笠
原
	
孝
会
長

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

し

◎
委
員
会
報
告

●
日
会
長
報
告
	
北
村
	
祐
治
副
会
長

私
の
長
女
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
ヘ
訪
問
し
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
致
し
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
委
員
会
	
川
村
	
宏
人
委
員
長

札
幌
に
お
い
て
9
月
7
日
～
8
日
に
ラ
イ
ラ
セ
ミ
ナ
ー
が
あ
り
、
そ
れ
に
参
加
す
る
た
め
に
資
金
の

援
助
を
お
願
い
し
ま
す
。
又
韓
国
訪
間
の
報
告
を
卓
話
と
し
て
行
い
た
い
と
思
つ
て
お
り
ま
す
。

●
雛
鯰
委
員
会
	
中
野
	
	
亮
委
員
長

ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
9
月
号
の
3
ペ
ー
ジ
に
函
館
大
谷
L
A
C
の
記
事
が
載
つ
て
お
り
ま
す
。
又
.
3
9

ペ
ー
ジ
に
・
ロ
ー
タ
リ
ー
の
基
本

'
・

に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
読
ん
で
戴
き
た
い
。
そ
の
中

で
ロ
ー
タ
リ
ー
創
立
1
0
0
周
年
記
念
の
2
0
0
5
年
ま
で
に
世
界
中
か
ら
ポ
リ
オ
を
撲
滅
す
る
こ
と
を
日

標
と
し
て
い
る
事
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
御
協
力
下
さ
い
。

●
会
員
増
強
セ
ミ
ナ
ー
報
告
	
松
見
	
修
ニ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

8
月
2
4
日
に
札
幌
で
の
会
員
増
強
セ
ミ
ナ
ー
に
高
橋
哲
二
委
員
と
参
加
し
ま
し
た
。
現
在
の
ロ
ー
タ

リ
ー
人
数
は
昭
和
6
0
年
台
に
迄
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
1
1
グ
ル
ー
プ
は
全
部
マ
イ
ナ
ス
で
、
特
に
	
	
口` ′

2
0
0
2
年
6
月
か
ら
7
月
に
か
け
2
0
名
位
減
少
し
て
い
ま
す
。
金
融
関
係
の
会
員
が
抜
け
て
い
る
の
が

日
′ヽ
つ
て
い
る
の
で
そ
れ
に
対
し
て
の
対
策
が
必
要
で
す
。

0
幹
`
報
告
	
増
固
	
定
雄
幹
事

o
当
R
.
C
.
の
9
月
1
1
日
の
例
会
は
早
朝
例
会
で
す
。

o
七
飯
R
.
c
.
9
月
1
7
日
の
例
会
は
石
井
観
光
農
場
で
午
後
6
時
3
0
分
よ
り
観
月
会
を
行
い
ま
す
。

参
加
希
望
の
方
は
幹
事
ま
で
、
会
費
は
3
.
5
0
0
円
で
す
。

0
1
1
月
1
6
～
1
7
日
の
地
区
大
会
に
先
立
つ
て
ゴ
ル
フ
大
会
を
1
0
月
6
日
に
地
区
大
会
参
加
者
の
み
対

称
に
て
行
い
ま
す
。

O
函
館
東
R
.
C
.
9
月

1
7
日
の
例
会
は
夜
間
例
会
に
変
更
で
す
。

0
9
月
の
理
事
会
は
、	
9
月
4
日
例
会
後
に
行
い
ま
す
。

O
親
腱
活
動
委
員
会

増
山
	
正
委
員
長

ニ
コ
ニ
コ
B
O
X
投
入
報
告

小
笠
原
会
長
…
…
B
O
X
に
協
力
。

田
畑
	
会
員
…
…
	
	
″

藤
野
	
会
員
…
…
	
	
″

佐
々
木
会
員
…
…
	
	
″

金
子
	
会
員
…
…
	
	
″

大
谷
	
会
員
…
…
	
	
″

南
木
	
会
員
…
…
	
	
″

福
井
	
会
員
…
…
ご
ぶ
さ
た
し
て
ま
す
。

中
野
	
会
員
…
…
茂
木
会
員
が
受
付
に
い
ま
し
た
の
で
。

久
保
田
会
員
…
…
先
週
の
夜
問
例
会
楽
し
か
っ
た
で
す
。

◎
会
員
卓
話
	
	
「
私
の
人
生
」
	
福
井
	
	
昇
会
員

く
自
己
紹
介
と
思
い
つ
い
た
こ
と
〉

私
は
.
昭
和
2
6
年
7
,
1
1
5
1
1
生
で
、
瀬
棚

:
|
卜
瀬
欄
町
出
身
で
す
。
そ
し
て
地
元
の
中
学
校
を
出
、

隣
町
に
あ
る
道
立
北
桧
山
高
等
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
高
校
で
は
野
球
ば
っ
か
り
し
真
面
日
に
勉
強

し
た
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。

野
球
を
忘
れ
ら
れ
な
く
自
分
の
力
を
確
か
め
た
く
て
大
学
野
球
か
、
社
会
人
野
球
で
や
っ
て
み
た
く

な
り
父
親
に
相
談
し
た
ら
野
球
で
飯
は
食
べ
て
行
け
る
訳
な
い
と
怒
ら
れ
大
学
野
球
は
あ
き
ら
め
、
そ

れ
じ
ゃ
社
会
人
野
球
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
社
会
人
野
球
で
は
大
昭
和
製
紙
自
老
が
強
か
っ
た
の
で
、
こ
の
さ
い
・
番
強
い
チ
ー
ム
と

思
い
自
分
で
手
紙
を
出
し
自
分
‐人
で
試
験
を
受
け
る
に
行
き
ま
し
た
が
、
見
事
に
不
合
格
で
あ
り
、

v
	
i
旅
費
を
も
ら
つ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

既
に
そ
の
時
函
館
の
H
会
計
事
務
所
か
ら
声
が
か
か
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
硬
式
野
球
を
あ
き
ら
め

入
社
す
る
事
と
な
り
、	
2
4
年
間
勤
め
退
社
を
し
、
今
現
在
こ
の
よ
う
に
皆
さ
ん
と
会
う
事
が
出
来
ま

し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
H
会
計
事
務
所
所
長
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
の

私
が
あ
る
の
も
所
長
様
の
ご
指
導
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

函
館
市
が
ス
ポ
ー
ツ
宣
言
都
市
と
宣
言
し
て
い
る
事
で
す
が
、
実
は
私
、
函
館
軟
式
野
球
連
盟
の
理

事
を
や
ら
し
て
も
ら
つ
て
い
る
訳
で
す
が
、
野
球
の
事
だ
け
を
見
て
も
何
が
そ
う
な
の
か
よ
く
分
り
ま

せ
ん
。
市
役
所
も
事
情
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
何
か
‐つ
で
も
手
を
上
げ
て
大
き

な
大
会
を
持
っ
て
来
る
と
か
.
渡
島
.
桧
山
地
区
の
大
会
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
け
ど
何
一
つ
見
え
ま

せ
ん
。
他
の
町
役
場
で
は
職
員
.
町
民
が
一
つ
に
な
り
景
気
回
復
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
一
生
懸
命
で

す
。


